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今月は“知ってみよう”“やってみよう”“つなげてみよう”
「誰もが関わる可能性のある身近な病気“認知症”」
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～ Yes we can!! ～
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参加者の声 

市 内 のカフェ

活 動 例 

サポーターの声 

 

 
参加者の声 

 　• ゆっくりと両ひざを曲げ、
ゆっくりとのばす
 　• 曲げる角度はできる範囲
で、10～ 20 回から始めま
しょう
 　• ひざに痛みがある場合は痛
みのない範囲で行いましょう

成年後見制度とは
　認知症や知的障がい、精神障がいなどにより判断能力が不十分な方に対し、法的に権限を与えられた成
年後見人等が、本人に代わってサービス利用や施設入所・入院の契約や、不動産や預貯金などを適切に財
産管理することで、その方が生活をするうえで不利益を被らないよう支援する制度です。

　• お金の管理ができず、通帳や印鑑などを失くしてしまう
　• 悪質な業者に騙されそうになった
　• 支援してくれる人がおらず、自分で判断して書類作成や手続きができない
　• 今は自分で判断できるけれど、将来、自分で判断することができなくなったらどうしたらいいか不安

　• ご本人に代わり銀行などで手続きができるほか、サービス利用や入院
　などの契約ができます。
　• 悪質な業者にだまされて契約してしまっても、契約を取り消してくれます。
　• 自分で判断できるうちに信頼できる人を選び、将来の
　“もしも”に備えることができます。

　高齢者の転倒は骨折に結びつ
きやすく、そのまま寝たきりに
つながるおそれもあります。
　下肢はたくさんの骨と関節で
構成され、多くの筋肉が働いて
います。
　転倒予防に効果的な下肢の運
動を継続的に行い、「転ばない」
身体を作っていくことが大切で
す。

■立った状態でのスクワット
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たとえばこんな時！

いしばし　　　☎(51)0633
こくぶんじ　　☎(43)1229
みなみかわち　☎(48)1177

社会福祉協議会　☎(43)1236
高齢福祉課　　　☎(32)8904
社会福祉課　　　☎(32)7087

9月21日は“世界アルツハイマーデー”  9月は“世界アルツハイマーデー月間”

認知症に関する相談窓口「地域包括支援センター」　通称：包括(ほうかつ)
　上記の取り組みに関するお問い合わせや、認知症についてお困りのことがあれば、お住まいの地域包括
支援センターにご相談ください。
（電話相談可、　土日・祝日、年末年始を除く平日午前8時30分～午後5時15分）
　　地域包括支援センターいしばし（特別養護老人ホームいしばし内）　　　　　☎(51)0633
　　地域包括支援センターこくぶんじ（ゆうゆう館内）　　　　　　　　　　　　☎(43)1229
　　地域包括支援センターみなみかわち（特別養護老人ホームにらがわの郷内）　☎(48)1177

認知症家族の会『しもつけ』
　同じような悩みを持つ介護者の集まり
です。悩みや不安を本音で話すことがで
き、色々な体験談を聞くこともできま
す。

認知症家族交流会
　月一度の交流会は、認知症の方を介護
する家族などと認知症地域支援推進員と
で集まり、情報交換や相談もできる場で
す。

オレンジカフェ
　認知症の方や家族、地域の方、専門職など
誰もが気軽に参加できる場所です。

『チームオレンジしもつけ』になって
　　　　　　　　　　活躍してみよう！
　認知症サポーターステップアップ講座
を受講したボランティアの集まりです。
認知症になっても安心して生活ができる
地域づくりを目指しています。

『認知症サポーター』になろう！
　認知症を正しく理解し偏見を持たず、認知症の方や
家族を温かく見守る応援者として、自分の出来る範囲
で活動しています。

 　• 認知症に対する印象が変わった
 　•「驚かせない、急がせない、
　自尊心を傷つけない」を心得て
　接したい
 　• 家族などの理解も重要

　1994年に国際アルツハイマー病協会(ADI)と世界保健機関(WHO)が共同で制定しました。この日を中心
に、認知症の啓蒙を世界中で行っています。
　2025年には、高齢者の5人に1人は認知症になると言われています。市では、「みんなで支え合い安心して
暮らせる健やかなまちづくり」を目指し、様々な認知症事業に取り組んでいます。

　• 相談できる
 　• 経験談が聞ける
　• ホッとできる

　• 辛い思いを理解して
　もらえる
 　• 対処方法が聞ける

オレンジカフェへの
参加・運営・手伝い
など

しもつけ茶屋（南河内地区）
より処グリム（石橋地区）
おひさま　　（石橋地区）
ゆうゆう茶屋（国分寺地区）


